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(2)

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
二
日
㈮
、
ホ

テ
ル
鐘
山
苑
に
於
い
て
開
催
。

天
野
一
副
会
長
が
開
会
を
宣
し
、
大
月

法
人
会
を
代
表
し
て
細
谷
憲
二
会
長
が
挨

拶
。
定
款
に
基
づ
き
細
谷
会
長
が
議
長
に

選
任
さ
れ
、
事
務
局
の
出
席
状
況
報
告
に

よ
り
総
会
が
有
効
に
成
立
す
る
こ
と
を
宣

言
。
続
い
て
議
事
録
署
名
人
と
し
て
常
任

理
事
の
梶
原
信
行
氏
と
倉
澤
鶴
義
氏
を
指

名
し
た
後
、
議
事
の
審
議
に
入
り
、
予
定

さ
れ
て
い
た
議
事
す
べ
て
が
原
案
通
り
承

認
可
決
さ
れ
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改

選
で
は
、
理
事
五
十
四
名
と
監
事
三
名
の

承
認
後
に
臨
時
理
事
会
を
開
催
し
、
細
谷

憲
二
氏
が
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
役
員
名
は
後
記
掲
載
）

議
事
及
び
報
告
終
了
後
、
退
任
役
員
へ

の
感
謝
状
贈
呈
、
会
員
増
強
表
彰
及
び
保

障
制
度
元
請
会
社
優
績
社
員
表
彰
が
行
わ

れ
、
ご
来
賓
の
祝
辞
を
大
月
税
務
署
長
柏

原
秀
充
様
、
東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支

部
長
桑
原
敦
様
、
山
梨
県
法
人
会
連
合
会

副
会
長
高
野
三
雄
様
の
三
名
か
ら
い
た
だ

き
、
併
せ
て
ご
来
賓
の
方
々
を
紹
介
し
、

事
務
局
よ
り
の
祝
電
及
び
ご
芳
志
の
披
露

を
以
っ
て
第
四
回
定
時
総
会
の
次
第
を
全

て
終
了
し
、
志
村
美
貴
代
副
会
長
よ
り
閉

会
の
辞
を
述
べ
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
総
会
終
了
後
に
、
特
別
講
演
会

を
開
催
し
、
特
別
講
演
会
終
了
後
に
は
、

懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

来
賓
名（
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
来
賓
除
く
）

大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
国

税
調
査
官
　
　
　
　
　
　
矢
井
田
直
輝
様

大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
審
理
上

席
国
税
調
査
官
　
　
　
　
齊
藤
　
一
朗
様

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
多
摩
支
社
甲
府

営
業
部
長
　
　
　
　
　
　
岩
井
　
　
敬
様

Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
株
式
会
社
甲
府
支
店
長

堀
尾
　
俊
介
様

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
会
社

山
梨
支
社
次
長
　
　
　
　
中
山
　
浩
志
様

大
月
法
人
会
顧
問
　
　
　
原
田
　
　
威
様

議
　
事

第
一
号
議
案
　
平
成
二
十
六
年
度
決
算
報

告
の
承
認
を
求
め
る
件

第
二
号
議
案
　
定
款
一
部
変
更
の
承
認
を

求
め
る
件

第
三
号
議
案
　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
の
件

第
四
号
議
案
　
そ
の
他

報
告
事
項
（
理
事
会
承
認
事
項
）

㈠
　
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
の
件

㈡
　
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
の
件

表
　
彰

一
、
退
任
役
員
感
謝
状
贈
呈

副
会
長
　
　
天
野
　
　
一
氏

常
任
理
事
　
　
奈
良
　
紀
子
氏

理
　
　
事
　
　
落
合
　
　
忠
氏

理
　
　
事
　
　
渡
辺
　
　
努
氏

二
、
会
員
増
強
表
彰

銀
　
　
賞
　
　
上
野
原
支
部

銀
　
　
賞
　
　
都
留
支
部

銀
　
　
賞
　
　
富
士
吉
田
統
括
支
部

銅
　
　
賞
　
　
河
口
湖
東
支
部

三
、
保
障
制
度
元
請
会
社
優
績
社
員
表
彰

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

伴
野
さ
と
み
様

前
川
ま
ゆ
み
様

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
会
社

松
下
　
妙
子
様

特
別
講
演
会

講
師

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

コ
リ
ア
・
レ
ポ
ー
ト
編
集
長

辺
　
　
真
一
氏

演
題

「
ア
ジ
ア
の
風
を
読
む
　
朝
鮮
半

島
情
勢
・
中
国
情
勢
か
ら
見
た
日

本
経
済
の
今
後
」

〜
拉
致
や
核
な
ど
の
真
相
に
迫
る
〜

講
師
略
歴

一
九
四
七
年
東
京
都
生
ま
れ
。
明
治
学

院
大
学
卒
業
後
、
新
聞
記
者
を
経
て
フ
リ

ー
に
。
一
九
八
二
年
に
朝
鮮
半
島
問
題
専

門
紙
「
コ
リ
ア
・
レ
ポ
ー
ト
」
を
創
刊
。

現
、
海
上
保
安
庁
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

「
サ
ン
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど
、
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
テ
レ
ビ
・
メ
デ
ィ

ア
多
数
出
演
活
躍
中
。

第
四
回
定
時
総
会



(3)

渡
邉
　
　
稔
　
㈱
渡
辺
商
店

小
佐
野
紀
之
　
㈲
こ
み
た
け
売
店

宮
下
　
完
爾
　
㈱
マ
シ
ナ
リ
ー

山
下
佐
一
郎
　
芙
蓉
実
業
㈱

桑
原
　
安
男
　
㈱
桑
原
興
業

浅
沼
　
歌
子
　
富
岳
物
産
㈱

★
渡
辺
　
直
企
　
㈱
富
士
情
報

大
森
　
保
廣
　
㈱
大
森
林
業
所

三
浦
　
　
信
　
三
浦
化
成
工
業
㈱

高
村
　
浩
明
　
富
士
水
熱
設
備
工
業
㈱

吉
野
　
保
美
　
㈱
吉
野
土
建

外
川
三
千
子
　
㈱
湖
山
亭
う
ぶ
や

柏
木
お
さ
む
　
㈲
フ
ロ
ス
ジ
ャ
パ
ン

小
林
ゆ
く
よ
　
㈱
コ
バ
ヤ
シ
工
業

監
　
事

湖
山
　
泰
三

㈱
湖
山
商
事

梶
原
　
秀
博

㈱
梶
原
工
業
所

新
津
　
好
久

㈱
新
津

理
事
相
当

尾
形
　
　
直
　
㈱
尾
形
製
作
所

吉
澤
　
武
司
　
富
士
航
空
電
子
㈱

★
平
井
　
　
勉
　
㈱
平
井
製
作
所

★
小
泉
　
裕
次
　
㈱
ユ
ー
キ

小
林
　
清
哲
　
㈲
小
林
仏
壇

荻
原
　
秀
祥
　
㈱
ユ
ー
シ
ン

赤
澤
　
克
夫
　
山
二
商
事
㈱

中
村
　
　
武
　
中
村
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

★
小
松
　
英
一
　
山
英
建
設
㈱

村
上
　
裕
一
　
新
田
産
業
㈱

★
山
崎
　
泰
洋
　
山
崎
織
物
㈱

奥
脇
　
芳
弘
　
宮
川
電
気
㈱

小
池
　
久
司
　
㈲
小
池
時
計
店

天
野
　
一
則
　
都
留
信
用
組
合

堀
内
　
　
満
　
パ
イ
ロ
ッ
ト
測
量
設
計
㈱

★
田
辺
　
丈
人
　
㈲
田
辺
織
物

★
渡
辺
　
浩
次
　
渡
秀
工
業
㈱

★
吉
沢
　
秀
雄
　
㈲
吉
沢
製
パ
ン

★
伊
東
　
貴
也
　
伊
東
商
店
㈱

山
田
　
義
文
　
㈲
山
田
屋
ホ
テ
ル

井
出
　
泰
済
　
㈱
富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

★
三
浦
　
敬
伯
　
㈱
サ
イ
コ

松
浦
　
潤
一
　
㈱
エ
ム
テ
ィ
ー
シ
ー

★
井
出
　
　
隆
　
井
出
電
気
㈱

★
渡
邉
　
良
孝
　
登
り
坂
石
油
㈱

竹
中
　
潤
平
　
㈱
ト
リ
ケ
ミ
カ
ル
研
究
所

和
田
　
一
成
　
富
士
急
行
㈱

土
屋
き
よ
美
　
㈱
土
屋
製
作
所

臼
井
佳
津
子
　
㈱
臼
井
自
動
車

★
市
川
　
公
子
　
市
川
リ
ー
ス
㈱

小
林
　
聖
子
　
ネ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱

湖
山
　
和
子
　
㈱
湖
山
商
事

白
川
　
敏
子
　
山
陽
精
工
㈱

内
藤
　
定
子
　
㈱
ナ
イ
ト
ー
建
商

★
山
口
　
輝
子
　
㈲
山
口
乳
業

★
清
水
美
恵
子
　
㈱
龍
美
建
設

山
口
　
光
子
　
㈲
山
口
製
作
所

★
佐
波
　
佳
子
　
㈱
サ
ナ
ミ
製
作
所

★
鶴
田
み
さ
子
　
㈱
ツ
ル
タ

田
辺
　
勝
子
　
タ
ナ
ベ
電
器
㈱

★
日
川
　
和
子
　
㈲
日
川
時
計
店

★
横
打
香
代
子
　
㈱
山
梨
重
機

★
白
井
恵
美
子
　
エ
ス
プ
ラ
ン
㈱

外
川
　
桂
子
　
㈲
山
岸
旅
館

倉
澤
　
光
代
　
㈱
協
和
生
コ
ン

★
外
川
正
知
恵
　
㈲
天
下
茶
屋

大
月
法
人
会
役
員

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
★
印
は
新
任

顧
　
問

堀
内
　
光
雄
　
富
士
急
行
㈱

滝
口
　
哲
夫

原
田
　
　
威

相
談
役

井
出
　
常
済
　
㈱
富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

大
崎
　
俊
浩
　
秋
山
土
建
㈱

★
中
島
　
武
志
　
㈱
山
梨
中
央
銀
行
吉
田
支
店

平
野
　
　
保
　
富
士
航
空
電
子
㈱

堀
内
　
富
久
　
堀
内
電
気
㈱

長
田
　
富
也
　
ア
イ
ト
ー
電
子
㈱

小
林
　
　
武
　
㈱
コ
バ
ヤ
シ
工
業

槇
田
　
則
夫
　
㈱
槇
田
商
店

★
奈
良
　
紀
子
　
㈲
大
和
屋
薬
局

★
桑
原
　
　
敦
　
東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
長

会
　
長

細
谷
　
憲
二

中
央
観
光
㈱

副
会
長

外
川
　
凱
昭

㈲
山
岸
旅
館

細
田
　
幸
次

都
留
信
用
組
合

川
上
洋
一
郎

川
上
建
設
㈱

新
名
　
米
光

㈱
新
名
製
作
所

志
村
美
貴
代

日
伸
総
建
㈱

★
小
林
余
し
緒

小
林
工
業
㈱

★
小
佐
野
昇
一

㈲
こ
み
た
け
売
店

専
務
理
事
兼
事
務
局
長

小
笠
原
能
久

公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会

常
任
理
事

山
口
　
照
義
　
㈱
メ
イ
ト

田
村
　
夏
子
　
㈱
田
村
組

★
鯨
岡
　
正
文
　
三
栄
工
業
㈱

★
堀
江
　
俊
隆
　
㈱
堀
江
製
作
所

小
林
　
歳
男
　
㈱
小
林
工
務
店

奥
秋
　
幸
治
　
奥
秋
建
設
㈱

渡
辺
　
吉
勝
　
山
叶
㈱

大
森
　
剛
仁
　
㈱
大
森
工
務
所

渡
邉
　
幸
男
　
吉
田
タ
ク
シ
ー
㈲

堀
内
光
一
郎
　
富
士
急
行
㈱

★
立
川
　
正
史
　
秋
山
土
建
㈱

高
村
　
朝
彦
　
タ
カ
ム
ラ
建
設
㈱

梶
原
　
信
行
　
船
津
観
光
㈱

津
田
　
　
昭
　
富
士
観
光
開
発
㈱

倉
澤
　
鶴
義
　
㈱
協
和
生
コ
ン

理
　
事

古
家
　
恵
次
　
大
嶺
興
業
㈱

守
屋
　
博
文
　
㈱
ト
ー
ホ
ー

城
戸
　
正
三
　
㈱
キ
ド
ハ
イ
テ
ッ
ク

鈴
木
　
誠
一
　
㈱
鈴
木
製
作
所

★
山
下
　
久
幸
　
㈱
エ
ノ
モ
ト

天
野
　
喜
宗
　
㈱
み
ど
り
や

中
山
　
愛
美
　
㈱
ナ
カ
ヤ
マ

天
野
　
太
文
　
濱
野
屋
テ
ィ
ー
ト
ラ
ス
ト
㈲

★
三
木
　
範
之
　
甲
陽
産
業
㈱

★
佐
々
木
弘
之
　
㈱
田
中
屋

井
上
　
博
之
　
㈲
井
上
石
油

越
石
　
賢
一
　
㈱
ミ
ネ
ル
バ

藤
江
　
一
枝
　
㈲
共
立
機
械
製
作
所

餌
取
　
一
成
　
㈲
印
刷
エ
ト
リ

小
俣
　
幸
市
　
㈱
小
俣
工
務
所

長
田
　
公
明
　
長
田
産
業
㈱
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正味財産増減計算書合計表

科　　　目
Ⅰ．一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

⑴経常収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会費
事業収益
受取補助金等
受取負担金
寄附金
雑収益

経　常　収 益　計
⑵経常費用

公益目的事業
収益事業等
管理費

経　常　費　用　計
当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

Ⅱ．指定正味財産増減の部
受取補助金等
受取全法連助成金
受取県連助成金
一般正味財産への振替額

当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ．正味財産期末残高

平成26年度決算

1,750
13,886

14,287,000
9,784,950
7,397,944
1,669,000

66,000
651,557

33,872,087

19,223,410
12,147,625

3,000,952
34,371,987
△ 499,900

249,747,763
249,247,863

7,213,300
7,213,300

△ 7,213,300
0
0
0

249,247,863

平成26年度予算

1,750
13,468

14,649,000
8,750,000
7,397,944
1,701,000

80,000
405,000

32,998,162

20,066,504
10,197,336

2,721,152
32,984,992

13,170
249,747,763
249,760,933

7,213,300
7,213,300

△ 7,213,300
0
0
0

249,760,933

平成27年度予算

1,750
13,879

14,178,000
8,730,000
7,824,400
1,677,000

80,000
405,000

32,910,029

19,351,745
10,558,366

2,963,863
32,873,974

36,055
249,247,863
249,283,918

7,674,400
7,674,400

△ 7,674,400
0
0
0

249,283,918

山
梨
県
法
人
会
連
合
会

第
三
回
定
時
総
会

平
成
二
十
七
年
六
月
十
八
日
㈭
、
甲
府

富
士
屋
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
当

会
よ
り
十
九
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
議
事
終
了
後
に
功
労
者
表
彰
が
行

わ
れ
、
当
会
よ
り
次
の
役
員
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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二
十
七
年
度
全
法
連
功
労
者
表
彰

受
彰
者

副
会
長

都
留
信
用
組
合
　
細
田
　
幸
次
様

常
任
理
事
　
　
　
　

富
士
急
行
㈱
　
堀
内
光
一
郎
様
　

二
十
七
年
度
県
連
功
労
者
表
彰

受
彰
者

理
　
　
事
　

㈲
印
刷
エ
ト
リ

餌
取
　
一
成
様

理
事
相
当
　
　
　

㈲
小
林
仏
壇
　
小
林
　
清
哲
様

関
係
民
間
団
体
事
務
局
長
会

及
び
関
係
民
間
団
体
長
会

大
月
税
務
署
管
内
関
係
民
間
団
体
事
務

局
長
会
・
団
体
長
会
が
六
月
十
一
日
㈭
、

二
十
二
日
㈪
、
大
月
税
務
署
三
階
会
議
室

に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
度

事
業
・
決
算
報
告
及
び
平
成
二
十
七
年
度

事
業
・
予
算
計
画
に
係
る
協
議
の
他
、
各

団
体
及
び
税
務
署
か
ら
連
絡
事
項
が
あ
り

ま
し
た
。

関
係
民
間
団
体
長
会

関
係
民
間
団
体
意
見
交
換
会

大
月
税
務
署
管
内
関
係
民
間
団
体
長
会

と
意
見
交
換
会
が
七
月
二
十
四
日
㈮
、
午

後
四
時
、
五
時
よ
り
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
で

は
関
係
民
間
団
体
役
員
等
総
勢
百
五
名
が

出
席
し
、
松
代
孝
廣
大
月
税
務
署
長
以
下
、

署
幹
部
職
員
の
紹
介
や
署
と
の
意
見
交
換

並
び
に
団
体
役
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

富
士
吉
田
支
部
役
員
会

平
成
二
十
七
年
五
月
十
一
日
㈪

（
都
留
信
用
組
合
本
店
）

富
士
吉
田
支
部
主
催
セ
ミ
ナ
ー

富
士
吉
田
支
部
役
員
及
び
支
部
青
年
・

女
性
部
会
役
員
の
皆
様
方
に
ご
協
力
を
頂

き
、
六
月
一
日
㈪
、
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
に
於

い
て
、
一
般
二
十
名
を
含
む
総
勢
百
十
四

名
出
席
の
も
と
、
大
月
間
税
会
協
賛
、
大

月
法
人
会
富
士
吉
田
支
部
主
催
セ
ミ
ナ
ー

支
部
活
動
報
告

新
入
会
員
紹
介

○
秦
工
業
有
限
会
社

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町

富
士
ヶ
嶺
二
五
―
三
七
七

代
表
取
締
役
　
秦
　
　
寅
次

○
川
村
工
業

富
士
吉
田
市
松
山
一
二
四
〇
―
九

代
表
者
　
川
村
　
成
行

○
ア
フ
ラ
ッ
ク
代
理
店
長
田
妙
子

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
二
〇
三
―
一

代
表
者
　
長
田
　
妙
子
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が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
会
山
下
幹
事
長
が
司
会
進
行
を

務
め
、
小
佐
野
青
年
部
会
長
が
開
会
の
辞

を
述
べ
、
細
谷
大
月
法
人
会
長
及
び
大
月

税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
矢
井
田
統
括

官
に
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

第
一
部
は
大
月
税
務
署
矢
井
田
統
括
官

が
講
師
と
な
り
、「
お
酒
で
見
た
山
梨
県+

α
」
と
題
し
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
分
か

り
や
す
く
酒
税
に
つ
い
て
の
解
説
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
一
年
前
に
富
士
吉
田
に
移

住
し
た
古
民
家
喫
茶
「
す
ま
い
る
庵
」
を

経
営
す
る
パ
テ
ィ
シ
エ
の
奥
様
で
、
㈱
ロ

イ
ヤ
ル
ス
マ
イ
ル
代
表
取
締
役
グ
ロ
ー
バ

ル
エ
リ
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
後
藤
み

ゆ
き
先
生
に
よ
り
『
笑
顔
の
チ
カ
ラ
で
も

っ
と
「
喜
ば
れ
る
会
社
」
に
』
と
題
し
て
、

笑
顔
で
働
く
楽
し
さ
と
、
そ
し
て
愛
さ
れ

る
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
べ
く
笑
顔
を
大
切
に

し
て
良
い
会
社
に
な
る
よ
う
！
自
身
の
経

験
談
を
含
め
た
楽
し
い
お
話
を
頂
き
、
あ

っ
と
い
う
間
の
一
時
間
三
十
分
で
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
皆
さ
ん
笑
顔
で
散
会

し
ま
し
た
。

富
士
吉
田
六
支
部
統
括
支
部
長
　

小
佐
野
紀
之

第
四
回
青
年
部
会
定
時
総
会

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
二
日
㈮

（
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
）

青
年
部
会
役
員
会
・

署
と
の
意
見
交
換
会

平
成
二
十
七
年
八
月
六
日
㈭
午
前
十
一

時
よ
り
、
大
月
税
務
署
三
階
大
会
議
室
に

於
い
て
開
催
。
大
月
税
務
署
か
ら
松
代
孝

廣
署
長
様
を
始
め
、
荒
内
洋
之
総
務
課
長

様
、
潮
あ
ゆ
み
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括

官
様
、
各
部
門
幹
部
の
皆
様
に
も
出
席
し

て
頂
き
ま
し
た
。

松
代
署
長
様
に
ご
挨
拶
を
頂
き
、
中
山

淳
法
人
課
税
第
一
部
門
上
席
官
様
よ
り
署

幹
部
の
皆
様
を
紹
介
し
て
頂
い
た
後
、
名

刺
交
付
式
及
び
名
刺
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。
部
会
役
員
の
自
己
紹
介
で
は
天
野
最

高
顧
問
よ
り
部
会
創
設
期
の
思
い
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気

で
進
行
出
来
ま
し
た
。

議
事
に
移
り
、
青
年
部
会
役
員
が
委
員

を
務
め
る
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
推
進
協
議
会
の
更

な
る
協
力
、
上
野
原
支
部
担
当
の
青
年
部

会
中
核
事
業
で
あ
る
、
第
三
十
一
回
『
高

校
生
の
税
に
関
す
る
標
語
』
募
集
、
忍

野
・
山
中
湖
支
部
担
当
の
税
金
ク
イ
ズ
・

少
年
野
球
大
会
、
河
口
湖
支
部
担
当
の
環

富
士
山
交
流
会
等
、
各
事
業
の
取
組
み
報

告
が
な
さ
れ
、
青
年
部
会
員
が
一
丸
と
な

っ
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
事
を
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
十
一
月
開
催
さ
れ
る

『
全
国
青
年
の
集
い
（
茨
城
大
会
）』
で
は
、

大
会
前
日
「
租
税
教
育
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
」
と
し
て
発
表
す
る
事
が
決
定
し
て

お
り
、
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
を
成
功
さ
せ
る
た

め
の
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
各
支
部

長
が
中
心
と
な
り
年
度
当
初
よ
り
準
備
を

進
め
て
来
た
状
況
の
報
告
が
あ
り
、
今
大

会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
多
く
の
部
会

員
の
参
加
と
協
力
の
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。役

員
会
終
了
後
は
、
署
と
の
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
、
松
代
署
長
様
を
始
め
署
幹

部
の
皆
様
と
こ
れ
か
ら
の
青
年
部
会
活
動

に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
有
意

義
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
会
長
　
小
佐
野
昇
一

青
年
部
会
活
動
報
告
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第
四
回
女
性
部
会
定
時
総
会

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
二
日
㈮

（
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
）

青
年
部
会
役
員

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
★
印
は
新
任

女
性
部
会
活
動
報
告

最
高
顧
問

天
野
　
喜
宗

㈱
み
ど
り
や

小
佐
野
紀
之

㈲
こ
み
た
け
売
店

細
谷
　
憲
二

中
央
観
光
㈱

川
上
洋
一
郎

川
上
建
設
㈱

顧
　
　
問

守
屋
　
博
文

㈱
ト
ー
ホ
ー

餌
取
　
一
成

㈲
印
刷
エ
ト
リ

井
上
　
博
之

㈲
井
上
石
油

梶
原
　
秀
博

㈱
梶
原
工
業
所

山
口
　
照
義

㈱
メ
イ
ト

越
石
　
賢
一

㈱
ミ
ネ
ル
バ

鯨
岡
　
正
文

三
栄
工
業
㈱

渡
辺
　
信
介

㈲
湧
池

小
林
　
清
哲

㈲
小
林
仏
壇

荻
原
　
秀
祥

㈱
ユ
ー
シ
ン

吉
野
　
保
美

㈱
吉
野
土
建

奥
脇
　
芳
弘

宮
川
電
気
㈱

堀
江
　
俊
隆

㈱
堀
江
製
作
所

赤
澤
　
克
夫

山
二
商
事
㈱

柏
木
お
さ
む

㈲
フ
ロ
ス
ジ
ャ
パ
ン

★
小
池
　
久
司

㈲
小
池
時
計
店

★
中
村
　
　
武

中
村
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

部
会
長

小
佐
野
昇
一

㈲
こ
み
た
け
売
店

幹
事
長
兼
会
計

山
下
佐
一
郎

芙
蓉
実
業
㈱

事
業
委
員
長

★
松
浦
　
潤
一

㈱
エ
ム
テ
ィ
ー
シ
ー

上
野
原
支
部
長

鈴
木
　
誠
一

㈱
鈴
木
製
作
所

大
月
支
部
長

三
木
　
範
之

甲
陽
産
業
㈱

都
留
支
部
長

★
小
松
　
英
一

山
英
建
設
㈱

富
士
吉
田
支
部
長

★
伊
東
　
貴
也

伊
東
商
店
㈱

忍
野
・
山
中
湖
支
部
長

三
浦
　
　
信

三
浦
化
成
工
業
㈱

河
口
湖
支
部
長

★
渡
邉
　
良
孝

登
り
坂
石
油
㈱

上
野
原
副
支
部
長

尾
形
　
　
直

㈱
尾
形
製
作
所

大
月
副
支
部
長
兼
親
睦
委
員
長

佐
々
木
弘
之

㈱
田
中
屋

都
留
副
支
部
長

★
菊
地
　
明
久

㈱
長
田
電
材
工
業

富
士
吉
田
副
支
部
長

★
渡
辺
　
三
雄

三
和
建
設
㈱

河
口
湖
副
支
部
長

渡
辺
　
松
氏

㈲
旅
館
松
屋

忍
野
・
山
中
湖
副
支
部
長

渡
辺
　
教
彦

㈱
渡
辺
工
務
店

幹
　
　
事

宮
田
　
千
治

ミ
ヤ
通
信
工
業
㈱

天
野
　
統
一

濱
野
屋
テ
ィ
ー
ト
ス
ト
㈲

中
山
　
愛
美

㈱
ナ
カ
ヤ
マ

塩
沢
　
三
好

㈲
シ
ョ
ッ
プ
シ
オ
ザ
ワ

藤
本
　
恭
司

㈱
や
お
き

清
水
　
偉
也

㈲
清
水
商
事
サ
ー
ビ
ス
工
場

白
輪
地
　
厚

㈱
三
吉

平
井
　
　
勉

㈱
平
井
製
作
所

西
室
　
信
男

㈲
西
忠
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

小
泉
　
裕
次

㈱
ユ
ー
キ

野
武
　
直
記

ユ
ニ
テ
ッ
ク
㈱

堀
内
　
慎
也

堀
内
電
気
㈱

奥
秋
　
公
大

奥
秋
建
設
㈱

★
九
鬼
　
　
敦

㈲
九
鬼
塗
装

★
細
田
　
浩
一

㈱
セ
ン
ト
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ

★
本
田
　
　
剛

㈱
中
村
酒
販

★
渡
辺
　
秀
行

（資）
渡
辺
酒
店

★
小
林
　
大
希

㈱
丸
大
産
業

★
岩
下
　
　
稔

㈲
岩
下
産
業

★
金
巻
　
　
裕

㈲
中
村
薬
局

★
白
須
　
資
望

富
士
新
幸
㈱

★
鈴
木
　
雅
俊

㈱
鈴
木
工
業

★
中
村
　
　
哲

㈱
丸
正
電
器

★
平
井
　
尚
博

㈲
平
井
製
作
所

宮
下
　
　
崇

㈱
宮
下

★
渡
邊
　
訓
勝

山
叶
㈱

★
白
須
　
一
政

㈱
シ
ラ
ス
自
工

★
新
田
　
隆
人

㈱
エ
ス
・
イ
ー
・
エ
ス

★
吉
元
　
　
潤

吉
田
精
工
㈱

★
桑
原
　
大
輔

桑
原
電
業
㈱

羽
田
早
一
郎

㈱
羽
田
印
刷
　

佐
藤
　
浩
文

㈲
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
サ
ト
ー

梶
原
　
　
洋

船
津
観
光
㈱

小
佐
野
睦
浩

㈲
小
佐
野
設
備

監
　
　
事

深
沢
　
　
央

な
だ
や
㈱

渡
邉
　
幸
男

吉
田
タ
ク
シ
ー
㈲
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女
性
部
会
長
退
任
の
あ
い
さ
つ

前
女
性
部
会
長

小
林
　
余
し
緒

こ
の
度
の
平
成
二
十
七
年
大
月
法
人
会
女
性
部
会
第
四
回
定
時
総
会
に
於
い
て
、
女
性
部

会
長
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
女
性
部
会
長
と
し
て
八
年
間
の
長
き
に
亘
り
、
部

会
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
税
務
当
局
、
本
会
、
青
年
部
会
、
関
係
各
位
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
賜
り
な
が
ら
、
女
性
部
会
長
と
し
て
の
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
を
深
く

感
謝
致
し
ま
す
と
共
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
八
年
間
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
女
性
部
会
の
組
織
の
充
実
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
近
年
は
公
益
制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
、
公
益
性
の
高

い
活
動
を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
、
女
性
部
会
独
自
の
取
組
み
で
あ
る
将
来
を
担

う
小
学
生
高
学
年
を
対
象
に
「
税
金
教
室
」
及
び
「
税
に
関
す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」、
ま

た
コ
ー
ラ
ス
部
が
活
動
の
中
心
と
な
る
年
二
回
の
「
福
祉
施
設
慰
問
」、
青
年
部
会
と
合
同

の
「
年
末
特
別
研
修
会
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
」
開
催
に
よ
る
収
益
金
を
地
域
の
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
。
ま
た
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」、
家
庭
に
お
け
る
節
電
啓
発
運

動
「
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
全
国
的
な
公
益
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

国
内
外
に
お
い
て
多
事
多
難
な
八
年
間
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

県
女
連
協
の
交
流
で
は
多
く
の
方
々
と
出
会
い
、
有
益
な
情
報
を
頂
く
と
共
に
貴
重
な
経
験

を
積
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
に
支
え
ら
れ
共
に
活
動
を
続
け
、
歩
ん
で
き
た
日
々
は

私
に
と
っ
て
何
事
に
も
替
え
難
い
大
切
な
宝
物
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
深
甚
な
る
感
謝
の
思
い
と
共
に
後
任
と
な
り
ま
す
志
村
美
貴
代
部
会
長
に
精
一
杯

の
エ
ー
ル
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

今
般
、
女
性
部
会
長
を
退
任
い
た
し
ま
す
が
、
本
会
副
会
長
、
広
報
委
員
長
、
女
性
部
会

顧
問
、
県
女
連
協
相
談
役
と
し
て
今
後
、
よ
り
一
層
法
人
会
発
展
に
寄
与
す
べ
く
、
法
人
会

活
動
に
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
御
事
業
の
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

女
性
部
会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

女
性
部
会
長

志
村
　
美
貴
代

こ
の
度
、
五
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
大
月
法
人
会
女
性
部
会
第
四
回
定
時
総
会
に
お

い
て
、
第
四
代
部
会
長
を
拝
命
致
し
、
身
に
余
る
光
栄
と
同
時
に
そ
の
重
責
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。
前
任
の
小
林
部
会
長
に
は
八
年
間
の
御
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
同
時

に
、
諸
先
輩
方
の
歩
ん
だ
足
跡
を
辿
り
、
今
後
一
層
の
部
会
発
展
・
充
実
に
努
め
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
法
人
会
基
本
方
針
の
「
納
税
意
識
の
高
揚
と
税
知
識
の
普
及
・

啓
蒙
」
並
び
に
公
益
社
団
法
人
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
部
会
員
が
楽
し
く
集
え
る
部
会
を

目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
ご
支
援
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

大
月
法
人
会
女
性
部
会
は
、
初
代
部
会
長
で
あ
る
故
八
幡
ミ
ツ
エ
様
が
昭
和
五
十
三
年
十

月
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
三
十
八
年
目
と
な
り
ま
す
。「
光
陰
矢
の
如
し
」、
早
い
も
の
で
設

立
四
十
周
年
を
間
近
に
控
え
、
定
例
の
部
会
活
動
に
加
え
周
年
事
業
の
準
備
に
も
着
手
す
る

時
期
を
迎
え
ま
し
た
。部
会
員
の
皆
様
に
は
是
非
と
も
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
部
会
の
主
要
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
親
会
へ
の
協
力
を
始
め
、
小
学
生
租
税
教

室
及
び
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
、
コ
ー
ラ
ス
部
に
よ
る
「
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
大
会
」
へ

の
出
場
や
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
活
動
、
青
年
部
会
と
の
合
同
事
業
で
あ
る
年
末
特
別
研
修

会
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
そ
の
収
益
金
を
管
内
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
、
部
会
及
び
支
部

税
務
研
修
会
の
開
催
、
法
人
会
全
国
大
会
及
び
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
県
連
女
性
部
会
連

絡
協
議
会
へ
の
参
加
・
協
力
等
々
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
三
十
年
に
は
全
国
か
ら

千
六
百
名
前
後
の
女
性
部
会
員
が
集
ま
る
「
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
山
梨
で
開
催
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
開
催
に
向
け
て
の
準
備
・
協
力
な
ど
色
々
な
活
動
が
目
白
押
し
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
部
会
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
活
動
に
邁
進
す
る
と
と
も
に
、
着
実
に
遂
行
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
に
、
女
性
部
会
の
活
動
に
対
し
、
女
性
部
会
員
は
も
と
よ
り
、
税
務
当
局
を
は
じ
め
関

係
各
位
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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小
学
生
租
税
教
室
の
開
催

女
性
部
会
が
主
催
す
る
小
学
生
を
対
象

に
し
た
「
租
税
教
室
」
と
「
税
金
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
」
は
今
年
で
十
七
回
を
数
え
、

上
野
原
支
部
が
担
当
致
し
ま
す
。

準
備
は
昨
年
度
か
ら
進
め
、
二
月
に
和

田
上
野
原
市
教
育
長
を
訪
問
し
、
実
施
校

を
上
野
原
小
学
校
と
し
て
ご
承
諾
頂
き
、

四
月
に
は
柏
原
大
月
税
務
署
長
に
も
ご
同

伴
頂
き
、
近
藤
上
野
原
小
学
校
長
を
訪
ね

ご
快
諾
を
頂
き
ま
し
た
。
併
せ
て
江
口
上

野
原
市
長
に
ご
協
力
の
お
願
い
に
お
伺
い

し
ま
し
た
。

六
月
八
日
、
大
月
税
務
署
の
ご
配
慮
に

よ
り
租
税
教
室
講
習
会
を
開
い
て
頂
き
ま

し
た
。
甲
府
税
務
署
税
務
広
報
広
聴
官
の

本
川
様
に
租
税
教
室
の
進
め
方
に
つ
い
て

講
習
を
受
け
ま
し
た
。

六
月
十
九
日
、
租
税
教
室
を
上
野
原
小

学
校
外
国
語
教
室
に
於
い
て
開
催
。
大
月

税
務
署
の
齊
藤
上
席
官
、
事
務
局
の
小
笠

原
専
務
、
志
村
女
性
部
会
長
に
ご
出
席
を

頂
き
、
富
士
吉
田
支
部
の
横
打
支
部
長
、

白
井
副
支
部
長
の
二
人
が
講
師
と
な
り
、

税
金
ク
イ
ズ
や
ア
ニ
メ
風
ビ
デ
オ
を
視
聴

し
、八
十
九
名
の
児
童
に
対
し
て
、ユ
ー
モ

ア
を
交
え
、わ
か
り
易
く
、楽
し
い
租
税
教

室
と
な
り
ま
し
た
。
残
す
は
税
金
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
、暑
く
て
大
変
で
す
が
、夏
休
み

の
宿
題
と
し
て
沢
山
の
出
品
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
租
税
教
室
及
び
税
金
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
を
通
じ
て
、
将
来
の
納
税
者
と
な

る
小
学
生
が
税
金
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
て
く
れ
る
事
を
信
じ
て
お
り
ま
す
。

女
性
部
会
上
野
原
支
部
長
　
田
村
　
夏
子

女
性
部
会
日
帰
り
税
務
研
修
会

六
月
二
十
三
日
㈫
、
女
性
部
会
三
十
二

名
、
一
般
・
事
務
局
合
わ
せ
総
勢
四
十
二

女
性
部
会
役
員

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
★
印
は
新
任

顧
　
　
問

奈
良
　
紀
子

㈲
大
和
屋
薬
局

★
小
林
余
し
緒

小
林
工
業
㈱

部
会
長

★
志
村
美
貴
代

日
伸
総
建
㈱

副
部
会
長
兼
幹
事
長

★
小
林
ゆ
く
よ

㈱
コ
バ
ヤ
シ
工
業

上
野
原
支
部
長

田
村
　
夏
子

㈱
田
村
組

大
月
支
部
長

内
藤
　
定
子

㈱
ナ
イ
ト
ー
建
商

都
留
支
部
長
（
★
事
業
委
員
長
）

藤
江
　
一
枝

㈲
共
立
機
械
製
作
所

富
士
吉
田
支
部
長
　
　

★
横
打
香
代
子

㈱
山
梨
重
機

河
口
湖
支
部
長

外
川
　
桂
子

㈲
山
岸
旅
館

上
野
原
副
支
部
長

土
屋
き
よ
美

㈱
土
屋
製
作
所

大
月
副
支
部
長

清
水
美
恵
子

㈱
龍
美
建
設

都
留
副
支
部
長
（
★
コ
ー
ラ
ス
部
長
）

山
口
　
光
子

㈲
山
口
製
作
所

富
士
吉
田
副
支
部
長

★
白
井
恵
美
子

エ
ス
プ
ラ
ン
㈱

河
口
湖
副
支
部
長
（
★
会
計
）

外
川
正
知
恵

㈲
天
下
茶
屋

幹
　
　
事

中
原
　
智
子

㈱
中
原
製
材
所

石
井
　
明
美

㈲
島
田
交
通

高
橋
　
式
子

㈱
高
橋
建
設

臼
井
佳
津
子

㈱
臼
井
自
動
車

市
川
　
公
子

市
川
リ
ー
ス
㈱

小
林
　
聖
子

ネ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱

山
田
　
　
眸

㈱
山
田
　

天
野
　
　
操

（名）
米
屋
時
計
店

川
村
　
真
弓

立
正
堂
印
刷
㈲

小
林
登
喜
子

㈲
神
戸
電
工

堀
江
　
淳
子

㈱
堀
江
製
作
所

白
川
　
敏
子

山
陽
精
工
㈱

山
口
　
輝
子

㈲
山
口
乳
業

小
高
　
洋
子

㈲
コ
タ
カ
電
化

志
村
ひ
ろ
江

志
村
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

功
刀
真
佐
美

桂
商
会
㈱

谷
内
江
美
子

谷
内
建
設
㈱

程
原
　
洋
子

㈲
程
原
製
作
所

佐
藤
　
武
子

㈱
佐
藤
ダ
ン
ボ
ー
ル

渡
辺
な
お
み

㈲
宝
観
光
バ
ス

渡
辺
ふ
く
子

㈱
渡
辺
商
店

菅
谷
　
勝
子

㈲
す
が
や

堀
内
　
花
代

堀
建
ト
ー
ヨ
ー
住
器
㈱

★
佐
波
　
佳
子

㈱
サ
ナ
ミ
製
作
所

浅
沼
　
歌
子

富
岳
物
産
㈱

田
辺
　
勝
子

タ
ナ
ベ
電
器
㈱

田
辺
　
潤
子

㈱
ま
る
さ
く
た
な
べ

森
嶋
　
友
子

㈱
弘
美
イ
ン
テ
リ
ア

渡
邉
　
千
恵

吉
田
タ
ク
シ
ー
㈲

伊
藤
　
道
子

㈲
伊
藤

井
出
て
る
ゑ

㈱
井
出
商
店

日
川
　
和
子

㈲
日
川
時
計
店

髙
橋
ま
す
美

㈲
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
キ
タ
フ
ジ

渡
邊
伊
寿
美

㈲
ウ
イ
ス
テ
リ
ア

小
山
田
可
能
子

㈲
富
士
エ
コ
ト
ー
プ
ミ
レ
ニ
ア
ム

池
上
美
奈
子

㈱
池
上
工
務
所

外
川
三
千
子

㈱
湖
山
亭
う
ぶ
や

渡
邉
　
林
美

登
り
坂
石
油
㈱

梶
原
　
広
子

船
津
観
光
㈱

監
　
　
事

湖
山
　
和
子

㈱
湖
山
商
事

鶴
田
み
さ
子

㈱
ツ
ル
タ

コ
ー
ラ
ス
副
部
長

石
井
　
清
子

規
予
　



(10)

が
参
加
。
最
初
に
東
京
目
黒
雅
叙
園
に
到

着
。
日
本
人
作
家
六
人
の
合
同
展
、「
神

の
手
ニ
ッ
ポ
ン
展
」
を
鑑
賞
。
光
や
影
、

時
間
の
流
れ
さ
え
紙
で
表
現
す
る
ペ
ー
パ

ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
始
め
、
六
人
全
て
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
に
人
間
技
と
は
思
え

な
い
匠
を
感
じ
る
繊
細
さ
に
感
銘
を
受

け
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
ス
ピ
リ
ッ
ツ
及

び
日
本
人
の
手
先
の
器
用
さ
・
感
性
の
豊

か
さ
に
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
で
昼
食

を
摂
り
、
水
道
橋
駅
近
く
の
貸
会
議
室
で

税
務
研
修
会
を
開
催
。
元
大
月
税
務
署
長

で
税
理
士
の
上
村
成
生
先
生
に
よ
り
、
税

制
改
正
後
の
生
前
贈
与
の
留
意
点
、
住
宅

取
得
等
資
金
や
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
の

特
例
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
費
用
の
一
括

贈
与
の
非
課
税
措
置
な
ど
と
、
大
変
参
考

に
な
る
講
義
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
に
は
、
田
崎
ジ
ュ
エ
リ

ー
の
見
学
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
や
は
り
女
性
で
す
ね
、
皆
さ
ん
真

珠
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
い
る
様
子
で
し

た
。
帰
路
途
中
に
は
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

八
王
子
で
デ
ィ
ナ
ー
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
楽
し

み
な
が
ら
心
身
を
癒
し
ま
し
た
。

女
性
部
会
都
留
支
部
長
　
藤
江
　
一
枝

お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
大
会

平
成
二
十
七
年
五
月
九
日
㈯

都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
お
願
い

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
四
日
㈬

西
桂
小
学
校

西
桂
小
学
校

第
十
回
慰
問
活
動

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
六
日
㈮

上
野
原
コ
モ
ア
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
あ
い
里

女
性
協
正
副
会
長
会
議

女
連
協
連
絡
協
議
会

平
成
二
十
七
年
七
月
六
日
㈪
・
七
月
二
十

八
日
㈫

甲
府
法
人
会
館

絵
は
が
き
優
秀
作
品

山
梨
県
法
人
会
連
合
会
　
佳
作

西
桂
小
学
校
　
熊
澤
　
萌
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決
算
法
人
説
明
会
（
大
月
税
務
署
）

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
一
日
㈭
　
二
十
一
名

平
成
二
十
七
年
六
月
十
七
日
㈬

四
十
名

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
総
会

平
成
二
十
七
年
六
月
十
七
日
㈬
　
会
長

ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

広
報
委
員
会

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
二
日
㈬
　
十
一
名

大
月
法
人
会
館
　

新
設
法
人
説
明
会

平
成
二
十
七
年
六
月
十
八
日
㈭
　
十
三
名

大
月
法
人
会
館

県
連
事
務
局
会
議

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
一
日
㈫
　

甲
府
法
人
会
館

県
連
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
セ
ミ
ナ
ー

平
成
二
十
七
年
七
月
八
日
㈬

甲
府
ア
ピ
オ

広
報
封
入
作
業

平
成
二
十
七
年
四
月
三
十
一
日
㈮
　
七
名

大
月
法
人
会
館

県
連
厚
生
委
員
会

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
八
日
㈫
　

甲
府
法
人
会
館
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平
成
二
十
六
年
六
月
五
日
㈮
、
甲
府
法

人
会
館
に
於
い
て
県
連
税
制
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
県
下
４
単
位
会
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
「
税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
に
よ
る
会
員
企
業
の
要
望
等
を

踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
山
梨
県
連
提
言
書

と
し
て
全
法
連
へ
提
出
し
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
山
梨
県
法
人
会
連
合
会

平
成
二
十
八
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

景
気
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
高
揚
感

は
あ
る
も
の
の
短
納
期
対
応
に
伴
う
人
件

費
の
増
加
、
円
安
に
よ
る
原
材
料
の
高
騰

や
公
共
工
事
の
減
少
等
に
よ
り
中
小
企
業

が
太
宗
を
占
め
る
地
方
経
済
は
先
行
き
に

不
安
感
を
抱
い
て
い
る
。
ま
た
社
会
保
障

制
度
の
安
定
化
、
財
政
健
全
化
の
た
め
に

消
費
税
が
増
税
さ
れ
、
更
に
平
成
29
年
４

月
に
は
10
％
へ
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
消
費
税
増
税
に
国
民
の
理
解

を
得
る
た
め
に
行
っ
た
国
会
議
員
の
歳
費

削
減
や
地
方
議
会
の
ス
リ
ム
化
等
「
身
を

切
る
改
革
」
は
掛
け
声
倒
れ
の
様
相
で
あ

る
。
再
増
税
の
前
に
徹
底
し
た
行
財
政
改

革
を
求
め
る
。

当
会
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
「
税
制
改

正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施

し
、
昨
年
を
上
回
る
６
５
９
社
か
ら
回
答

を
い
た
だ
い
た
。
会
員
企
業
の
要
望
を
踏

ま
え
、
地
方
創
生
の
動
き
に
も
活
力
を
与

え
る
税
制
の
実
現
に
向
け
、
次
の
よ
う
な

提
言
を
要
望
す
る
。

法
人
税
制

１
、
法
人
税
率
に
つ
い
て

⑴
法
人
実
効
税
率
20
％
台
の
早
期
実
現

法
人
税
率
は
平
成
27
年
度
税
制
改
正
で

現
行
25
・
５
％
が
23
・
９
％
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
法
人
実
効
税
率
は
平
成
27
年
度
が

34
・
62
％
か
ら
32
・
11
％
、
平
成
28
年
度

は
31
・
33
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
以
降
数

年
で
20
％
台
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
を
目

指
す
と
さ
れ
た
が
、
日
本
の
立
地
競
争
力

の
強
化
や
国
内
企
業
の
競
争
力
強
化
の
観

点
か
ら
早
期
に
欧
州
、
ア
ジ
ア
諸
国
並
み

の
20
％
台
の
実
現
を
求
め
る
。

⑵
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措

置平
成
27
年
度
税
制
改
正
で
中
小
法
人
の

軽
減
税
率
の
特
例
（
所
得
金
額
年
８
０
０

万
円
以
下
の
税
率
15
％
）
の
適
用
期
限
が

２
年
延
長
さ
れ
た
が
、
中
小
法
人
の
活
性

化
の
た
め
に
時
限
措
置
で
は
な
く
本
則
化

と
し
、
ま
た
昭
和
56
年
以
来
８
０
０
万
円

以
下
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
軽
減
税
率
適

用
所
得
金
額
を
１
、
６
０
０
万
円
程
度
へ

の
引
き
上
げ
を
求
め
る
。

２
、
法
人
税
率
引
き
下
げ
に
伴
う
代
替
財

源
に
つ
い
て

⑴
受
取
配
当
金
益
金
不
算
入
制
度
の
課
税

ベ
ー
ス
の
更
な
る
見
直
し

受
取
配
当
金
益
金
不
算
入
制
度
は
投
資

に
充
て
ら
れ
る
資
金
力
が
豊
富
な
大
企
業

を
優
遇
す
る
一
方
で
、
中
小
企
業
に
は
優

遇
措
置
が
適
用
さ
れ
る
条
件
が
整
っ
て
い

な
い
た
め
、
法
定
税
率
に
近
い
税
率
が
当

て
は
め
ら
れ
て
い
る
。
所
得
が
大
き
い
企

業
が
多
く
負
担
す
る
と
い
う
税
制
上
の
公

平
の
観
点
か
ら
大
企
業
の
課
税
強
化
を
は

か
る
こ
と
。

⑵
減
価
償
却
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

減
価
償
却
の
償
却
方
法
を
定
額
法
へ
の

一
本
化
が
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
定

額
法
に
統
一
す
れ
ば
、
５
、
０
０
０
億
円

程
度
の
税
収
増
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
会
計
制
度
の
基
本
に
か
か
わ
る
問
題

で
あ
り
安
易
に
手
を
付
け
る
べ
き
で
は
な

い
。
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
半
数
近
く
が

現
行
の
評
価
方
法
を
望
ん
で
い
る
。

３
、
固
定
資
産
の
取
得
価
額
（
土
地
と
と

も
に
取
得
し
た
建
物
等
の
取
壊
し
費

等
）
に
つ
い
て

地
方
都
市
の
中
心
商
店
街
は
車
社
会
に

よ
る
駐
車
場
問
題
、
郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
の
出
店
攻
勢
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
取
引
の
進
展
等
の
影
響
を
受
け
空
洞
化

が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
不
動
産
取
引
の

低
迷
、
構
築
物
の
老
朽
化
に
伴
い
、
幽
霊

ビ
ル
化
に
拍
車
が
掛
か
り
活
性
へ
障
害
と

な
っ
て
い
る
。

現
行
の
法
人
税
制
で
は
土
地
と
と
も
に

取
得
し
た
建
物
等
を
取
得
後
お
お
む
ね
１

年
以
内
に
取
り
壊
し
て
土
地
を
利
用
す
る

場
合
、
取
り
壊
し
費
用
は
土
地
の
取
得
価

額
に
算
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

地
方
の
活
性
化
の
た
め
に
取
り
壊
し
費

用
を
資
産
計
上
で
は
な
く
経
費
と
し
て
認

め
る
こ
と
。

所
得
税
制

１
、
所
得
税
率
の
見
直
し

所
得
税
の
最
高
税
率
が
平
成
27
年
分
か

ら
40
％
か
ら
45
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

が
、
所
得
税
制
の
流
れ
の
中
で
昭
和
49
年

に
75
％
で
あ
っ
た
最
高
税
率
は
し
だ
い
に

下
げ
ら
れ
、
資
産
性
所
得
も
申
告
分
離
課

税
で
低
率
に
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の

所
得
税
制
は
空
洞
化
し
、
応
能
負
担
原
理

に
よ
る
所
得
再
分
配
機
能
が
喪
失
し
て
い

る
。税

は
負
担
で
き
る
人
が
よ
り
多
く
負
担

す
る
と
い
う
税
制
の
基
本
に
立
ち
返
り
、

所
得
税
の
累
進
度
を
高
め
て
財
源
調
達
機

能
の
回
復
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

２
、
配
偶
者
控
除
の
見
直
し
に
つ
い
て

「
女
性
の
就
労
を
後
押
し
す
る
た
め
」

と
の
理
由
に
よ
り
、
配
偶
者
控
除
の
廃
止

や
移
転
的
基
礎
控
除
の
導
入
等
が
議
論
さ

れ
て
い
る
が
、
扶
養
家
族
を
持
つ
社
員
に

は
家
族
手
当
を
支
給
す
る
企
業
も
多
く
、

１
０
３
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
で
勤
務
時

間
を
調
整
す
る
者
が
多
い
た
め
、
女
性
の

山
梨
県
連
平
成
二
十
八
年
度
税
制
改
正
に

関
す
る
提
言
を
全
法
連
へ
提
出
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就
労
機
会
を
逸
し
て
い
る
現
実
が
あ
る
。

働
き
手
確
保
の
観
点
か
ら
、
配
偶
者
控

除
額
を
引
き
上
げ
女
性
就
労
の
推
進
力
と

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
目
安
は
社
会
保
険

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
る
金
額
程
度
と
す

る
。

事
業
承
継
税
制

土
地
・
建
物
及
び
未
上
場
株
の
相
続
の
非

課
税
に
つ
い
て

未
上
場
株
の
相
続
を
非
課
税
と
す
る
こ

と
に
よ
り
、
事
業
承
継
も
実
現
し
や
す
い
。

さ
ら
に
事
業
に
供
し
て
い
る
土
地
と
建
物

が
相
続
時
に
非
課
税
と
な
れ
ば
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
中
小
企
業

の
円
滑
な
事
業
承
継
を
進
め
る
た
め
に

も
、
事
業
用
資
産
の
土
地
・
建
物
及
び
未

上
場
株
の
相
続
税
を
非
課
税
と
す
る
こ
と
。

贈
与
税
制

基
礎
控
除
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

個
人
消
費
は
消
費
税
増
税
前
の
駆
込
み

需
要
や
昨
年
の
大
雪
後
の
備
蓄
強
化
な
ど

で
好
調
で
あ
っ
た
前
年
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
ま
た
例
年
と
比
べ

て
も
低
水
準
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
動
き

が
弱
い
。
消
費
拡
大
の
た
め
に
基
礎
控
除

額
を
現
行
の
１
１
０
万
円
か
ら
２
０
０
万

円
程
度
へ
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
。

消
費
税
制

１
、
簡
易
課
税
制
度
と
免
税
点
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て

業
種
ご
と
に
決
め
た
「
み
な
し
仕
入
率
」

を
使
っ
て
納
税
額
を
計
算
す
る
簡
易
課
税

制
度
は
実
際
の
仕
入
率
と
ず
れ
が
あ
り
、

多
く
の
業
種
で
益
税
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
売
上
高
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ

ば
、
納
税
し
な
く
て
済
む
免
税
点
制
度
も

対
象
と
な
る
事
業
者
が
消
費
税
分
を
取
っ

て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
税
の
公
平
と

透
明
性
の
観
点
か
ら
両
制
度
と
も
廃
止
す

べ
き
で
あ
る
。

２
、
軽
減
税
率
に
つ
い
て

税
率
10
％
時
に
低
所
得
者
対
策
と
し
て

軽
減
税
率
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
導
入
す
る
場
合
は
、
税
率
８
％
時
の

税
収
を
下
回
ら
な
い
よ
う
な
軽
減
税
率
と

し
、
正
確
か
つ
公
平
な
納
税
事
務
実
現
の

た
め
に
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
に
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

地
方
税
制

１
、
外
形
標
準
課
税
の
課
税
ベ
ー
ス
拡
大

に
つ
い
て

法
人
税
減
税
に
伴
う
課
税
ベ
ー
ス
の
拡

大
の
中
で
外
形
標
準
課
税
も
代
替
財
源
と

し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
中
小

企
業
ま
で
課
税
ベ
ー
ス
を
拡
大
す
る
場
合

は
事
業
承
継
に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
に

と
ど
め
る
こ
と
。

２
、
固
定
資
産
税
の
見
直
し
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
は
地
価
の
長
期
的
な
下
落

に
も
関
わ
ら
ず
負
担
感
が
高
い
と
の
声
が

多
い
。
宅
地
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
実
勢

価
格
に
配
慮
し
た
評
価
、
居
住
用
家
屋
の

評
価
は
築
後
経
過
年
数
に
応
じ
た
評
価
方

法
に
す
る
な
ど
軽
減
の
方
向
で
見
直
す
こ

と
。

３
、
償
却
資
産
税
の
廃
止
ま
た
は
見
直
し

に
つ
い
て

償
却
資
産
税
は
中
小
企
業
に
も
課
税
さ

れ
て
い
て
、
中
小
企
業
の
設
備
投
資
を
阻

害
す
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
製
造
業

を
中
心
と
す
る
多
額
の
設
備
を
有
す
る
企

業
に
お
い
て
は
、
償
却
資
産
税
が
高
負
担

と
な
っ
て
お
り
、
企
業
収
益
を
圧
迫
し
、

企
業
競
争
力
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
国
際
的
に
も
事
業
用
資
産
に
対
す
る

課
税
は
稀
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
廃
止
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
見
直
し
を
行
う
場

合
は
現
行
の
免
税
点
１
５
０
万
円
を
３
０

０
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

そ
の
他

１
、
二
重
課
税
の
廃
止
に
つ
い
て

個
別
間
接
税
と
消
費
税
と
の
二
重
課
税

の
問
題
は
、
平
成
元
年
に
消
費
税
が
導
入

さ
れ
た
際
、
物
品
税
が
廃
止
さ
れ
、
自
動

車
重
量
税
と
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は

２
０
１
２
年
度
税
制
改
正
で
新
車
購
入
時

や
車
検
時
に
か
か
る
重
量
税
が
一
部
減
税

に
な
っ
た
が
、
石
油
諸
税
は
引
き
続
き
検

討
す
る
と
の
曖
昧
な
表
現
に
と
ど
ま
り
、

結
論
は
先
送
り
に
な
っ
て
い
る
。
揮
発
油

税
の
暫
定
付
加
分
は
廃
止
す
る
こ
と
。

２
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
周
知
に
つ
い

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
10
月
か
ら
国
民
へ
通
知
さ
れ
、
平

成
28
年
１
月
か
ら
利
用
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

各
行
政
手
続
き
書
類
へ
の
記
載
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
含
む
特
定
個
人
情
報
の
管
理
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
事
業
者
へ
の
周
知
が
不

十
分
と
思
わ
れ
る
。
制
度
の
導
入
に
向
け

て
、
事
業
者
が
円
滑
か
つ
適
切
に
対
応
で

き
る
よ
う
早
急
に
十
分
な
制
度
周
知
の
対

応
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
。

３
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
平
成
28
年
１
月

か
ら
運
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
矢

先
、
年
金
情
報
流
出
が
報
道
さ
れ
た
。
当

会
で
は
「
制
度
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
個

人
情
報
の
管
理
・
保
護
の
徹
底
に
努
め
、

制
度
の
適
切
な
運
用
を
担
保
す
る
措
置
の

構
築
」
を
強
く
求
め
て
い
る
。

改
め
て
厳
格
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
を
前
提
と
し
た
、
情
報
管
理
を
一
段
と

強
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

４
、
社
会
保
障
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

高
齢
化
社
会
の
急
進
展
で
今
後
の
社
会

保
障
給
付
は
急
速
な
増
大
が
見
込
ま
れ
、

財
源
を
消
費
税
に
頼
る
も
限
界
が
見
え
て

い
る
。
課
題
は
給
付
を
「
重
点
化
・
効
率

化
」
に
よ
っ
て
抑
制
し
、
併
せ
て
公
費
以

外
の
公
平
で
適
正
な
負
担
を
ど
う
確
保
し

て
い
く
か
が
重
要
に
な
る
。
年
金
、
医
療
、

介
護
、
少
子
化
対
策
等
の
分
野
に
つ
い
て
、

将
来
を
見
据
え
た
議
論
が
必
要
と
考
え
る
。
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●出身地　

北海道函館市

●趣　味　

映画観賞

スポーツ観戦

●モットー　

平常心
松代孝廣署長

●出身地　

神奈川県横浜市

●趣　味　

野球

●モットー　

仕事は楽しく

自分に限界を作らない

荒内洋之総務課長

●出身地　

東京都小金井市

●趣　味　

読書

●モットー　

明るく前向きに！

潮あゆみ法人1統括官

●出身地　

山梨県甲府市

●趣　味　

ロジック

●モットー　

努力

中山淳審理担当

大月税務署人事異動のお知らせ

官 職 名

署 長

総 務 課 長

管理運営１統括官

管理運営２統括官

徴 収 統 括 官

個 １ 統 括 官

個 ２ 統 括 官

個 ３ 統 括 官

資 産 統 括 官

法 １ 統 括 官

法 ２ 統 括 官

法 ３ 統 括 官

法１総括上席

法１審理上席

松代　孝廣

荒内　洋之

西谷　和行

高根　政直

芦沢　宏昌

橋本　　眞

三枝　哲哉

田沢　功司

橋爪　貴世

潮　あゆみ

天野　忠人

世羅　良雄

大河原孝宏

中山　　淳

柏原　秀充

吉澤　勝美

西谷　和行

堀内　正人

齋藤　一俊

中島　眞人

三枝　哲哉

藤牧　　章

檜渡　　弘

矢井田直輝

天野　忠人

世羅　良雄

大河原孝宏

齊藤　一朗

財務省　主税局

東京上野署　法人１統括官

（留任）

山梨署　管理運営２統括官

甲府署　徴収２統括官

麹町署　個人審理専門官

（留任）

武蔵府中署　個人特官上席

日野署　資産２統括官

局総務部情報処理３主任分析官

（留任）

（留任）

（留任）

八王子署　法人２上席

退官

目黒署　総務課長

雪谷署　管理運営３統括官

練馬西署　徴収統括官

厚木署　個人１統括官

新宿署　個人審理専門官

本郷署　資産統括官

東京局　酒税課課長補佐

甲府署　法人１上席

現　　　　任　　　　者 前　　　　任　　　　者

平成27年7月10日

新任者プロフィール



お
別
れ
の
御
挨
拶

前
大
月
税
務
署
長
　
柏
原
　
秀
充

私
は
こ
の
度
、
大
月
税
務
署
長
を
最
後

に
、
思
い
出
の
多
い
税
務
の
職
場
を
卒
業

い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
７
月
の
着
任
以
来
、
細
谷
会
長
を

は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
か
ら
税

務
行
政
に
対
す
る
深
い
御
理
解
と
御
協
力

を
賜
り
な
が
ら
、
そ
の
任
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。今

後
と
も
、
公
益
社
団
法
人
大
月
法
人

会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
女
性
部
会
・
青

年
部
会
を
中
心
と
し
た
租
税
教
育
や
各
支

部
に
お
け
る
税
務
研
修
な
ど
の
税
の
啓
蒙

活
動
、
施
設
慰
問
や
講
演
会
な
ど
の
社
会

貢
献
活
動
な
ど
、
幅
広
い
事
業
活
動
を
展

開
さ
れ
る
こ
と
を
御
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
税
務
行
政
に
つ
き
ま
し
て
も

引
続
き
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
益
社
団
法
人

大
月
法
人
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
並
び
に
事
業
の
御

繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お

別
れ
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

転
任
の
御
挨
拶

前
法
人
課
税
第
１
部
門
統
括
官
　

矢
井
田
　
直
輝

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
東
京
国
税

局
課
税
二
部
酒
税
課
課
長
補
佐
に
転
任
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

細
谷
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の
皆

さ
ま
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

わ
ず
か
一
年
間
で
の
異
動
と
な
り
ま
す

が
、
私
自
身
は
平
成
三
年
か
ら
平
成
五
年

ま
で
の
三
年
間
、
大
月
署
に
事
務
官
と
し

て
在
任
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
月

署
は
初
め
て
の
異
動
で
の
赴
任
先
で
し
た

の
で
、
思
い
出
も
多
く
、
現
在
も
御
活
躍

い
た
だ
い
て
い
る
役
員
、
会
員
の
皆
さ
ま

方
の
中
に
は
、
当
時
の
御
活
躍
ぶ
り
が
思

い
出
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
と
て

も
懐
か
し
く
、
ま
た
、
立
場
が
変
わ
っ
て

新
鮮
で
も
あ
り
、
一
年
を
充
実
し
て
過
ご

せ
た
の
も
、
常
に
皆
さ
ま
方
の
熱
心
な
事

業
活
動
を
間
近
で
拝
見
で
き
た
か
ら
こ
そ

だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
公
益
社
団
法
人

大
月
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご

繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お

別
れ
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
近
く
に
お
越
し
の
際
に
は
、
是

非
と
も
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

転
任
の
御
挨
拶

前
法
人
課
税
第
１
部
門
審
理
担
当
　
　

齊
藤
　
一
朗

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
甲
府
税

務
署
へ
転
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

四
年
間
に
わ
た
り
、
細
谷
会
長
を
は
じ

め
、
役
員
及
び
会
員
の
皆
様
方
、
並
び
に

事
務
局
の
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
に
と
り
ま
し
て
、
様
々
な
説
明
会
や

研
修
会
の
講
師
や
、
事
業
活
動
を
通
じ
て

多
く
の
会
員
の
皆
様
と
接
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
益
社
団
法

人
大
月
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会

員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の

ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

お
別
れ
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

四
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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★e-Taxに関する情報はe-Taxホームページへ　www.e-tax.nta.go.jp

★e-Taxの操作に関するお問い合わせは

e-Tax・作成コーナーヘルプデスクへ　TEL 0570-01-5901

★税に関する情報は国税庁ホームページへ　www.nta.go.jp



着
任
の
御
挨
拶

大
月
税
務
署
長
　
松
代
　
孝
廣

公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
の
会
員
の

皆
様
に
は
、
益
々
御
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
大
月
税
務
署

長
を
拝
命
し
、
財
務
省
主
税
局
か
ら
参
り

ま
し
た
松
代
で
ご
ざ
い
ま
す
。

税
務
署
で
の
勤
務
は
二
十
六
年
振
り
と

な
り
ま
す
が
、
富
士
山
を
は
じ
め
、
富
士

五
湖
、
忍
野
八
海
な
ど
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界

文
化
遺
産
を
構
成
す
る
素
晴
ら
し
い
自
然

に
囲
ま
れ
た
環
境
で
日
々
仕
事
が
で
き
る

こ
と
を
、大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

前
任
の
柏
原
署
長
同
様
の
御
懇
情
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

細
谷
会
長
は
じ
め
大
月
法
人
会
会
員
の

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
法
人
会
活
動
を
通

じ
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対
し
ま

し
て
、
深
い
御
理
解
と
多
大
な
る
御
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
税
知
識

の
普
及
、
納
税
道
義
の
高
揚
」
を
目
的
と

し
た
説
明
会
・
研
修
会
の
開
催
、「
地
域

社
会
へ
の
貢
献
」
を
目
的
と
し
た
講
演
会

の
開
催
や
施
設
慰
問
な
ど
、
各
種
の
事
業

を
活
発
に
展
開
し
、
地
域
社
会
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
租
税
教
育
推
進
の
分
野
で
は
、

「
小
学
生
に
よ
る
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
」、「
高
校
生
に
よ
る
税
の
標
語
募
集
」

及
び
小
学
生
を
対
象
と
し
た「
租
税
教
室
」

を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
他
の
法
人
会
に
は

な
い
特
色
あ
る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、

次
の
世
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
に「
税
金
」

に
つ
い
て
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
作
り
と

な
る
意
義
深
い
活
動
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
、
細
谷
会
長
を
は

じ
め
と
す
る
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方

の
日
頃
の
御
尽
力
の
賜
物
と
心
よ
り
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
加
え
、
段
階
的

な
法
人
実
効
税
率
の
引
下
げ
や
消
費
税
率

の
引
上
げ
、
さ
ら
に
は
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
の
導
入
な
ど
、
大
き
な
変
革
期
の

最
中
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、「
適
正
・
公
平
な
課
税
の

実
現
」
と
い
う
、
私
ど
も
に
与
え
ら
れ
た

使
命
を
着
実
に
果
た
し
て
い
く
た
め
に

は
、
よ
り
質
の
高
い
税
務
行
政
の
執
行
と

と
も
に
、
貴
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団

体
の
皆
様
方
の
ご
協
力
の
も
と
納
税
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て

参
り
ま
し
た
信
頼
・
協
調
関
係
を
大
切
に

し
、
引
き
続
き
、
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
益
社
団
法
人

大
月
法
人
会
の
益
々
の
ご
隆
盛
と
会
員
の

皆
様
方
並
び
に
御
家
族
の
御
健
勝
、
事
業

の
御
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
私
の
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

国税の納付は、簡単・便利な
ダイレクト納付をご利用ください

ダイレクト納付とは・・・
事前に税務署に届出をしておけば、e-Taxを利用して電子申告等又は納付情報登録依頼
をした後に、簡単な操作で、届出をした預貯金口座からの振替により、即時又は指定
した期日に納付することができる便利な電子納税の納付手段です。
利用可能金融機関は国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）でご確認ください。
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大月税務署からのお知らせ
○平成27年分　年末調整等説明会の開催について
本年も下記の日程にて年末調整等説明会を開催いたします。
都合により対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありませ

ん。また小菅村・丹波山村については、青梅税務署の説明会が11月20日（金）13時30分から16時00分まで
西多摩郡奥多摩町氷川199-ロ　奥多摩町福祉会館１階で行われますので、そちらへもご出席いただけます。

ただし、市町村で配布している給与支払報告書につきましては、対象地区以外の説明会場ではお渡しするこ
とが出来ませんので、直接各市町村にご請求いただくことになります。

税務職員を装った不審な電話にご注意ください！
アンケート・年金受給調査と称する不審な電話が増えています！

国税局や税務職員を名乗る者から電話があり、アンケートや年金受給調査と称して、年
齢や家族構成、年金の受給状況、預金残高や口座情報などについて聞き出そうとする事
例が発生しています。
このような電話は、詐欺事件につながる可能性がありますので、ご注意ください。
※税務職員が納税者の皆様に電話でお問い合わせする場合は、提出していただいた申告書等を基にその内
容をご本人に確認することを原則としております。

ご不審な点があるときは、即答を避け、最寄りの税務署または警察署にお問い
合わせください。

詳しくは、国税庁のホームページをご覧ください。
国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

開催日 会場名・所在地 対象地域

11月４日(水)
都留市文化ホール（うぐいすホール）小ホール

都留市上谷1888-1
都留市・西桂町・道志村

11月６日(金)
大月市民会館　4階視聴覚室

大月市御太刀二丁目11-22
大月市

11月12日(木)
上野原市文化ホール（もみじホール）2階会議室2 上野原市

上野原市上野原3832 ※（小菅村・丹波山村）

11月17日(火)
富士五湖文化センター（ふじさんホール）大ホール 富士吉田市・富士河口湖町

富士吉田市緑ヶ丘二丁目5-23 忍野村・鳴沢村・山中湖村

開催時間（各会場共通）
用紙配布　　　　13時～13時30分

説明時間　　　　13時30分～16時

11月20日(金)
奥多摩町福祉会館　１階

西多摩郡奥多摩町氷川199-ロ
※（小菅村・丹波山村）
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税務署からのお知らせ　　番外版
平成27年10月１日から、海外から行われる電子書籍・広告の配信等のサービスの提供について消費税が課税されることとさ

れました。この改正の主なポイントは以下のとおりです。
改　正　の　主　な　ポ　イ　ン　ト

Ⅰ　電気通信利用役務の提供に係る内外判定基準の見直し
電子書籍・広告の配信などの電気通信回線（インターネット等）を介して行われる役務の提供（消費税法で「電気通信利

用役務の提供」と位置付けられました。）について、海外から国内の事業者や消費者に対して行われるものも国内取引とさ
れ、消費税が課税されることとされました。

海外（国外事業者）から、これらの役務の提供を受ける事業者は以下のⅡ～Ⅳの点にご留意ください。
Ⅱ　課税方式の見直し（「リバースチャージ方式」の導入）

電気通信利用役務の提供については、「事業者向け電気通信利用役務の提供」とそれ以外の電気通信利用役務の提供とに
区分されることとされました。

電気通信利用役務の提供のうち「事業者向け電気通信利用役務の提供」については、国外事業者からその役務の提供を受
けた国内事業者が申告・納税を行う、いわゆる「リバースチャージ方式」が導入されました。
※１「事業者向け電気通信利用役務の提供」とは、役務の性質又はその役務の提供に係る取引条件などから、その役務の提

供を受ける者が通常事業者に限られるものをいいます。
※２「リバースチャージ方式」は、その課税期間について一般課税により申告をする場合で、課税売上割合が95％未満であ

る事業者にのみ適用されます。
Ⅲ　国外事業者から受けた「事業者向け電気通信利用役務の提供」以外の電気通信利用役務の提供に係る仕入税額控除の制限

「事業者向け電気通信利用役務の提供」以外の電気通信利用役務の提供については、その役務の提供を行った事業者が申
告・納税を行うこととなりますが、国内事業者が国外事業者から「事業者向け電気通信利用役務の提供」以外の電気通信利
用役務の提供を受けた場合、当分の間、その役務の提供に係る仕入税額控除を制限することとされました。

●適用開始時期：Ⅰ〜Ⅲの改正は、平成27年10月1日以降行う課税資産の譲渡等及び課税仕入れから適用されます。

Ⅳ　登録国外事業者制度
Ⅲのとおり、国外事業者から「事業者向け電気通信利用役務の提供」以外の電気通信利用役務の提供を受けた国内事業者

は、その役務の提供に係る仕入税額控除が制限されますが、国税庁長官の登録を受けた登録国外事業者から受ける「事業者
向け電気通信利用役務の提供」以外の電気通信利用役務の提供については、その仕入税額控除を行うことができることとさ
れました。登録国外事業者の名称等につきましては、登録次第、順次、国税庁ホームページで公表いたします。

平成27年度税制改正において以下の課税方式も見直されました。

Ⅴ　国外事業者が行う芸能・スポーツ等に係る消費税の課税方式の見直し
国外事業者が国内において行う芸能・スポーツなどの役務の提供について、その役務の提供を受けた国内事業者がリバー

スチャージ方式により申告・納税を行うこととなりました（平成28年４月１日以後に行われる役務の提供について適用され
ます。）。
※改正の内容については、国税庁ホームページの「国境を越えた役務の提供に係る消費税の課税の見直し等について（国内

事業者の皆さまへ・国外事業者の皆さまへ）」及び「国外事業者が行う芸能・スポーツ等に係る消費税の課税方式の見直
しについて」をご覧ください。

平成27年度税制改正における主な消費税の改正ポイントは以下のとおりです。
なお、Ⅰ、Ⅱについては平成27年10月１日から、Ⅲについては平成28年４月１日から適用されます。

改　正　の　主　な　ポ　イ　ン　ト

Ⅰ　電気通信利用役務の提供に係る内外判定基準の見直しと課税方式の見直し（リバースチャージ方式の導入）
・電子書籍・広告の配信などの電気通信回線（インターネット等）を介して行われる役務の提供（「電気通信利用役務の提

供」といいます。）について、海外から国内の事業者や消費者に対して行われるものも国内取引とされ、消費税が課税さ
れることとされました。

・電気通信利用役務の提供のうち、「事業者向け電気通信利用役務の提供」については、国外事業者からその役務の提供を
受けた国内事業者が申告・納税を行う、いわゆる「リバースチャージ方式」が導入されました。

Ⅱ　国外事業者から受けた「消費者向け電気通信利用役務の提供」に係る仕入税額控除の制限
「事業者向け電気通信利用役務の提供」以外の電気通信利用役務の提供（「消費者向け電気通信利用役務の提供」といい

ます。）については、その役務の提供を行った事業者が申告・納税を行うこととなりますが、国内事業者が国外事業者から
「消費者向け電気通信利用役務の提供」を受けた場合、当分の間、その役務の提供に係る仕入税額控除を制限することとさ
れました。

※国税庁長官の登録を受けた登録国外事業者から受ける「消費者向け電気通信利用役務の提供」については、その仕入税
額控除を行うことができることとされています。

Ⅲ　国外事業者が行う芸能・スポーツ等に係る消費税の課税方式の見直し
国外事業者が国内において行う芸能・スポーツなどの役務の提供について、その役務の提供を受けた国内事業者がリバー

スチャージ方式により申告・納税を行うこととなりました。
※改正の内容については、国税庁ホームページをご覧ください。



ｅ−Ｔａｘ推進協議会からのお知らせ
便利な機能が続々登場！！

税務署に行くことなくインターネットを利用して申告、申請、納税等ができるとても
便利なe-Taxですが、皆様の声にお応えして、ますますいろんな便利がいっぱいです！
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ｅ‐Ｔａｘ推進税理士のご紹介
一般社団法人山梨県法人会連合会及び山梨県内の単位法人会（甲府・大月・山梨・鰍沢・各法人会）は、

従来からｅ‐Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）の利用推進を各会の事業計画として掲げております。
今般、東京地方税理士会甲府支部及び大月支部所属の税理士の皆様に対しまして、ｅ‐Ｔａｘによる代理
送信を推進している先生方を「ｅ‐Ｔａｘ推進税理士」として山梨県内の４単位法人会の会報誌に掲載し
て広く法人企業等にご紹介させていただき、ｅ‐Ｔａｘの一層の利用推進に努めたいとご案内したところ、
多数の税理士の方からご承諾をいただくことができました。法人企業等の皆様には、下記の「ｅ‐Ｔａｘ
推進税理士名簿」をご参考にしていただき、顧問税理士の先生によるｅ‐Ｔａｘの代理送信をはじめ、
ｅ‐Ｔａｘの更なる利用推進になお一層のご理解とご協力をお願いいたします。

「ｅ‐Ｔａｘ推進税理士名簿」
（氏名の50音順・敬称略）　平成27年7月7日現在

東京地方税理士会甲府支部

税理士氏名

浅川　重光

浅川　尚樹

池田　善一

石橋　秀樹

井上　卓己

入江　　薫

大森　明郎

小川　昌志

荻原　秀樹

小倉　恵一

長田　忠幸

長田　　久

長田　　稔

菊嶋　雄三

久保嶋　仁

久保嶋正子

小泉　久司

古島麻生子

五味さち子

斉藤　共秀

塩島　哲夫

塩島　好文

末木　徳夫

末木　好臣

砂田　俊二

高橋　智紀

立川　政博

田中　茂樹

田中　寿雄

税理士氏名

谷　　英幸

田原　俊幸

塚田　忠久

東條　秀文

中込　敏彦

中込　祐介

中澤謙一郎

中村　勝良

中山　　武

細田　真吾

堀内　太郎

堀内　正司

本田　賢二

松野　俊一

丸山　孝佳

三浦　義正

三神　治彦

宮下　和巳

向山　秀男

矢﨑　　浩

矢野　　潔

吉川　　滋

若尾　和成

東京地方税理士会大月支部

税理士氏名

池谷　正志

長田　豊明

梶原　　稔

勝俣　高明

小池　織嗣

事務所の住所・電話番号
甲府市武田1-3-4
055-253-2246
甲府市朝気3-3-11
055-215-1372
甲州市塩山上於曽1872
衣川ビル2-D 0553-33-9155
甲府市湯田1-4-5
055-233-8335
甲府市伊勢2-6-1
055-227-6688
韮崎市富士見1-7-3
0551-22-9751
甲府市中小河原町1609-1
055-243-9300
甲府市和戸町1027-7
055-236-5353
山梨市小原西1214-5
0553-23-1616
甲府市北口1-6-4大成ビル203
055-254-8211
甲府市塩部3-8-7
055-287-8618
甲府市上石田2-32-25
055-222-4154
笛吹市春日居町別田198-8
0553-39-8038
笛吹市一宮町東新居288
0553-47-1968
甲府市湯田2-3-18
(税)中山･久保嶋会計�055-237-6888
甲府市湯田2-3-18
(税)中山･久保嶋会計055-237-6888
甲府市上石田1-2-18山田ビル3Ｆ
055-226-5123
中巨摩郡昭和町押越923-1グリー
ンボックスⅩⅣ3-F055-288-8781
甲府市青沼2-15-9(税)シグマパート
ナーズ山梨事務所　055-237-4504
甲府市山宮町2565-3
055-252-2580
甲府市国母8-27-3エイトビル3Ｆ
055-225-1577
甲府市国母8-27-3エイトビル3Ｆ
055-225-1577
甲府市伊勢4-7-6
055-227-1601
甲府市横根町460-1
055-235-4369
甲府市丸の内3-28-9
055-237-7811
西八代郡市川三郷町高田548-1
(税)三映�055-272-8877
西八代郡市川三郷町高田548-1
(税)三映�055-272-8877
甲府市城東4-2-27�クボタビル2F
055-237-5566
甲斐市西八幡4080-1
055-276-3383

事務所の住所・電話番号
甲府市中央3-11-30
055-232-1333
甲府市中央5-5-19
055-225-3622
甲府市富竹3-6-13
055-228-1325
甲府市北口3-8-24
055-253-7611
甲府市国母7-11-7
055-222-8118
甲府市国母7-11-7
中込敏彦税理士事務所055-222-8118
甲府市丸の内1-14-3
055-235-1296
甲府市丸の内2-22-11
055-222-7464
甲府市湯田2-3-18
(税)中山・久保嶋会計�055-237-6888
甲府市羽黒町1091-2
055-252-1780
甲府市青沼2-15-9(税)シグマパート
ナーズ山梨事務所�055-237-4504
甲斐市篠原2696-8
055-278-0341
甲府市善光寺1-17-18
055-235-6712
甲府市中央2-6-19
055-224-3822
韮崎市藤井町南下條520
0551-30-6111
甲府市高畑2-10-10
055-224-2500
甲府市相生2-4-8
055-235-1311
甲府市下石田2-5-9
055-228-5722
笛吹市石和町四日市場1787
IBCビル3Ｆ　055-262-3109
甲府市下飯田1-6-25
055-228-5885
山梨市下石森877-2
0553-22-9333
甲府市屋形1-2-9
055-254-5330
甲府市寿町6-13
055-244-8808

事務所の住所・電話番号
富士吉田市下吉田5-18-17
0555-22-7855
富士吉田市上吉田5538-1�
オサダビル2F�0555-22-5131
南都留郡富士河口湖町大石2953
0555-76-7085
富士吉田市松山3-8-3
0555-22-5723
南都留郡富士河口湖町船津1381
0555-72-8573

税理士氏名

後藤　和雄

清水　　学

志村　公康

志村　司郎

志村　利則

志村　英美

志村　博良

白井　秀樹

鈴木　哲男

鈴木　雅夫

髙橋　範朗

冨田　博之

野路　芳勇

藤原　徳仁

星野　充俊

堀内　一雄

堀内　慶子

堀内　幸二

堀内たまき

前田　安正

村松　滝夫

山田　　寛

渡辺康一郎

渡邉　威済

渡辺　儀春

あさひ税理士法人

あさひ税理士法人吉田事務所

あさひ税理士法人都留事務所

富士山税理士法人

税理士法人ブレイン

事務所の住所・電話番号
富士吉田市新屋258
0555-22-8081
富士吉田市上吉田5-6-14
0555-23-8845
富士吉田市上暮地4-15-17�志村利
則税理士事務所内�0555-22-3070
都留市田原1-7-15　
0554-43-0677
富士吉田市上暮地4-15-17
0555-22-3070
都留市田原1-7-15�志村司郎税理士
事務所内�0554-43-0677
都留市田原1-7-15�志村司郎税理士
事務所内�0554-43-0677
富士吉田市旭2-2-10
0555-22-4417
大月市大月1-17-31
0554-23-1222
大月市大月町花咲402-1
0554-23-4455
上野原市上野原2028
0554-63-3080
都留市上谷5-1-25
0554-43-2820
上野原市上野原3972-1
0554-63-3861
富士吉田市緑ヶ丘2-4-27-201
(税)みらいと�0555-21-5330
大月市大月1-19-17
0554-22-0080
富士吉田市上吉田5-6-14
0555-23-7588
富士吉田市上吉田5-6-14
0555-23-7590
南都留郡富士河口湖町勝山664
0555-83-2487
富士吉田市新倉1412
0555-23-0041
都留市下谷4-4-32
0554-56-8283
上野原市上野原1154�
加藤方店舗2階�0554-63-4371
富士吉田市上吉田998-4
0555-23-8702
大月市大月町花咲1287-42
0554-22-1243
富士吉田市緑ヶ丘2-4-27-201
(税)みらいと�0555-21-5330
富士吉田市下吉田2-24-27
0555-20-1400
南都留郡富士河口湖町船津642-4
0555-72-0505
富士吉田市下吉田6146
0555-30-0557
都留市上谷6-13-27
0554-43-4328
富士吉田市下吉田5-1-20
0555-22-4224
上野原市上野原823-4
0554-63-3114
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●サプリメントのとり過ぎに注意
サプリメントは医薬品ではないから、副作用も

無くて安心、と思っている人も少なくないようで

す。しかし、安心と思われるビタミンであっても、

とり方によっては副作用が出ることもあります。

また、たくさんの種類のサプリメントを飲む人も

いるようですが、これも要注意です。必ず飲み方

や一日量を守り、分からないことがあれば医師や

薬剤師に相談しましょう。サプリメントは、あく

までも補助食品であることをお忘れなく！

●サプリメントの選び方
サプリメントが食品扱いだからといって、どれ

でも安心というわけではありません。副作用が出

ないとも限らないため、信頼できるメーカーのも

のを選びましょう。また、製品には少なくとも含

有成分、含有量、原材料、賞味期限、製造・販売

業者名、連絡先が明記されていること、パッケー

ジがしっかりしていること（混入物がないか、な

ど）を確認しましょう。

サプリメントと薬では飲み合わせ（相互作用）

が気になるものもありますから、すでに治療薬を

のんでいる場合は、医師や薬剤師に飲み合わせを

相談してから購入すると安心です。

●サプリメントとは？
サプリメントは医薬品ではなく、食品に分類さ

れ、栄養補助食品・健康補助食品とも呼ばれます。

病気を治すための医薬品とは明らかに異なり、ふ

だんの食事では不足しがちなビタミンやミネラル

などの栄養補給を補助したり、ハーブなどの成分

による効果の発揮を目的にとる食品です。規則的

にバランスの良い食事をとっていても、不足しが

ちな栄養素は出てきます。また、必要な栄養素は

ひとりひとり異なります。そんなとき、不足分を

補うのがサプリメントの使い方の基本です。

●サプリメントの効果的な使い方
例えば、力仕事を主にする人、デスクワークが

多い人、一日中パソコンに向かう人、など仕事の

内容により、必要な栄養バランスが変わってきま

す。それを、家族全員が同じ食事で補おうとする

と、食事を作る人の苦労は計り知れません。そん

なとき、それぞれが自分に合ったサプリメントを

とることで、みんなが安心して同じ食事を楽しめ

るようになります。

また、病気にかかっていて、食事だけでは治療

効果が弱い場合、足りない分のビタミンや酵素を

サプリメントで補給するとよいでしょう。
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◆未病とは……◆
病気とはいえないが、その予兆が見える、
不健康以上病気未満の状態

サプリメント
の上手な使い方
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神
社
め
ぐ
り

諏
訪
神
社（
旧
指
定
村
社
）

鎮
座
地

上
野
原
市
上
野
原
二
一
〇

御
祭
神

建
御
名
方
命

例
祭
日

八
月
十
九
日

宮
　
　
司

中
村
　
宗
彦

総
代
長

畑
野
　
悦
男

境
内
地

六
七
六
坪
五
〇

氏
子
戸
数

二
二
〇
戸

崇
敬
者
数

五
〇
〇
人

由
緒
沿
革

西
暦
一
一
四
二
〜
一
一
四
三
年
の
康
治

年
間
　
武
州
横
山
党
・
横
山
三
郎
忠
重
が

第31回

当
地
「
古
郡
の
郷
」
に
派
遣
さ
れ
、
土
着

し
て
古
郡
忠
重
と
名
乗
り
一
一
四
五
〜
一

一
五
〇
年
の
久
安
年
間
に
一
族
の
氏
神
と

し
て
「
古
郡
神
社
」
を
創
建
し
た
と
さ
れ

る
。古

郡
一
族
は
和
田
の
乱
で
義
盛
に
加
担

し
一
二
一
三
年
に
滅
亡
す
る
。

西
暦
一
二
四
九
〜
一
二
六
八
年
、
建
長

寺
の
開
山
僧
の
一
人
、
大
覚
禅
師
が
信
州

の
豪
族
上
原
上
野
介
義
実
を
伴
っ
て
こ
の

地
を
訪
れ
、
荒
廃
し
た
社
殿
を
再
建
し
信

州
諏
訪
大
社
の
御
霊
を
分
か
ち
て
祀
り
、

「
古
郡
神
社
諏
訪
大
明
神
」
と
称
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
こ
の
地
は
源
頼
朝
の
信
望
厚
き

甲
斐
浅
羽
郷
の
加
藤
入
道
景
廉
の
孫
、
景

長
に
与
え
ら
れ
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）

か
ら
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
武
田
氏
滅

亡
ま
で
加
藤
丹
後
守
景
忠
と
加
藤
弥
次
郎

信
景
が
上
野
原
城
主
と
な
り
神
社
を
守

る
。天

正
五
年
（
一
五
七
七
）
信
景
と
嫡
男

の
千
利
久
丸
で
社
殿
を
再
建
す
る
が
天
正

十
年
都
留
郷
攻
め
の
北
条
氏
に
よ
り
放
火

さ
れ
る
。

慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
本
殿
が
修

復
さ
れ
、
そ
の
後
幾
度
も
改
修
改
築
さ
れ

現
在
の
御
社
は
棟
札
か
ら
寛
文
十
年
（
一

六
七
一
）
及
び
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三

七
）改
修
さ
れ
た
も
の
が
元
と
伺
わ
れ
る
。

霊
験
と
し
て
は
縁
結
び
、
子
宝
の
神
と

し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
。



コバヤシコバヤシコバヤシ

有限会社

有限会社
。
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